
第4４回 まちづくり構想部会を開催しました 令和5年7月13日

広報活動
について

「東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり協議会（以下「協議会」）」の活動内容

や取り組みを区民の皆さんに広く知っていただくため、広報活動について
話し合いました。

・まちづくりコンサルタントから、東京都、名古屋市、神戸市、高槻市などの公園の事例、大阪市の中之島公園などの事例
が紹介され、公園でどのような活動ができるかを考えました。
・部会員からは、公園内や近隣地域のごみ箱の実情についての報告や、ポイ捨てや路上喫煙を減らすための方策につい
て提案がありました。
・久教授（近畿大学総合社会学部教授）から、路上喫煙・歩行喫煙の禁止に向けた先進自治体の取り組み事例などの紹介
がありました。
・大きな公園を企業（指定管理者など）が管理する方法以外にも、比較的小さな地域の公園を地元に根ざした組織が維持
管理・運営を行っている事例があるかどうか、引き続き調査します。
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情報提供
＆

意見交換

区から、従来の区ホームページのほか、「まちづくり通信」などを作成し・配布/掲示するなど、
協議会の様子を地域の皆さんにお伝えしていきたいとの提案がありました。
〈参加者意見〉
・プロジェクト（例：JRおおさか東線・阪急京都線連立）によって、まちが今後どのように変わっ
ていくのかをわかりやすく伝える資料を作成してはどうか。
・（協議会は）まちの変化に対して、地域では何をしていくのかを議論・検討する場。そのような
視点で広報すべき。
・地域の意見や要望がすべて叶うわけではないが、協議会は地域の意見をまとめていく場。
地域からの意見/提言が少しでも反映されたことの事例をまとめ、紹介するのはどうか。
・プロジェクトの進行・完了によって、地域や生活がどのように変わったのかを一つずつ検証し
ていくべきだ。

前回に引き続き、公園の新たな活用を目指すパークファン（大阪市 みんなで

公園活用事業）に関連して、他の自治体での身近な公園の使いかた
について、情報提供＆意見交換を行いました。

◆パークファン事業（大阪市）：
公園を活用した取り組みを企画段階から運営まで試行実施していただく市民・事業
者を募集し、公園をもっと自由な発想で柔軟に楽しく使いこなすもの


